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「唯識思想が説く〈心の構造〉」
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分と自分育ての主人公

(学ぶというはたらきの主体)

★育つ(育 ち)一育てる(育て)

(育 てられる一育ててやる)

自分と子rfて の11人公
(育てるという生活のなかの
はたらきの 11人公〕

対象を口級にとらえる。そ

れぞれをeった対象をもつ。

◎子ども 父′サ 教師がともに、ri分のL人公として
活動し影審し合うなかで子どもを H人公として‖!し

上げていくかかわり。

熱 `眸鋳n`魂颯".

五臓とともに0いtet
を鰤場にする。あるいは
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る.あ らゆる対象く―切

"詢
をとらえることが

できる。
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F90“・30 J脅券りを打セン舛"。
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